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（単位：台，％）

　　　　　年
車種

２０１０ ２０１１ ２０１２
２０１３
（見込）

２０１５
（予測）

２０２０
（予測）

２０２５
（予測）

809,602 834,000 1,338,305 1,533,310 2,375,000 4,580,000 5,860,000

(8.4) (9.9) (13.5) (16.0) (25.0) (49.3) (63.7)

8,819,318 7,564,705 8,604,406 8,067,690 7,123,000 4,702,000 3,340,000

(91.6) (90.1) (86.5) (84.0) (75.0) (50.7) (36.3)

9,628,920 8,398,705 9,942,711 9,601,000 9,498,000 9,282,000 9,200,000

(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

※電気自動車，燃料電池車，ハイブリッド車，ＰＨＶの合計

全電気自動車

上記以外

国内全生産
台数

※

 

 ２．全生産台数に占める全電気自動車の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・上記は全生産台数に占める全電気自動車の割合について表したものである。 

   ・今後も全生産台数に占める全電気自動車の割合はアップの方向で推移し、２０１３年の１６.

０％から２０２５年には６３.７％まで拡大しているものと予測される。 

   ・ハイブリッド車については、従来からの参入組であるトヨタ，ホンダにおける新型ＨＶの投

入や、未参入組による新規参入が今後も進展していく方向。 

   ・電気自動車については、今後も日産と三菱自動車を中心に市場が拡大していく方向と予測さ

れる。日産では、第１世代として４車種のＥＶを投入する計画となっている。リーフ，ｅ－

ＮＶ２００，インフィニティＬＥ，エントリーカータイプのＥＶとなっている。三菱自動車

でもｉ－ＭｉＥＶ，ＭＩＮＩＣＡＢ－ＭｉＥＶに加え、軽トラックタイプの新型ＥＶを投入

し、更にミラージュベースのＥＶの導入も検討中としている。 

   ・燃料電池車については、高性能燃料電池スタックの開発や低コスト化，水素ステーションの

整備を背景に２０１５年頃から市販が開始されるものと予測される。 

２０１３年（見込） ２０２０年（予測） ２０２５年（予測）

16.0%

49.3%

63.7%
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  ２）各部品メーカーにおける取り扱いＥＶ用部品一覧表 

ＥＶ用部品 
 

部品メーカー 

リチウム 

イオン電池 

駆動用 

モーター 

ナビゲー

ション 

インバー

タ 

ＤＣ－ＤＣ

コンバータ 

統合制御用

ＥＣＵ 

ＬＥＤヘッド

ランプ 
タイヤ 

イ ン スト

ル メ ント

パネル 

日産内製    ○      

カルソニックカンセ

イ 
   ○      

オートモーティブ 

エナジーサプライ 
○         

リチウムエナジー 

ジャパン 
○         

東芝 ○         

パナソニックグループ

エナジー社 
○         

明電舎  ○  ○      

安川電機  ○        

クラリオン   ○       

パイオニア   ○       

ニチコン     ○     

三菱電機      ○    

スタンレー電気       ○   

住友ゴム工業        ○  

日本ＩＡＣ         ○ 

水菱プラスチック         ○ 

市光工業       ○   

カルソニックカンセイ…………日産自動車のリーフにインバータを納入。 

オートモーティブエナジーサプライ……日産，ＮＥＣ，ＮＥＣエナジーデバイスによるリチウムイオン電池の
合弁会社。（出資比率は日産５１％，ＮＥＣ／ＮＥＣエナジーデバイ
ス４９％）日産が２０１０年１２月から発売の電気自動車リーフ向

けにリチウムイオン電池を納入している。 
リチウムエナジージャパン……ＧＳユアサ，三菱商事，三菱自動車によるリチウムイオン電池の合弁

会社。三菱自動車の電気自動車ｉ－ＭｉＥＶの上級グレードＧにリ

チウムイオン電池を納入。また、同じく三菱自動車が２０１１年１
２月から発売開始のミニキャブミーブの長距離走行が可能なグレー
ド（電池容量１６ｋＷｈ）へもリチウムイオン電池を納入している。 

東芝………………………………三菱自動車のｉ－ＭｉＥＶのエントリーグレードＭにリチウムイオ
ン電池を納入している。また、三菱自動車が２０１１年１２月から
発売開始のミニキャブミーブにもリチウムイオン電池を納入してい

る。（総電力量１０.５ｋＷｈ仕様にリチウムイオン電池を納入してい
る。）また、東芝では、ホンダのフィットＥＶにもリチウムイオン電
池を納入している。 

 

（ＡＥＳＣ）
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  ３）電気自動車の導入効果 

   ・電気自動車導入の効果としては、温室効果ガス排出量の削減やランニングコストの大幅カッ

トなどが挙げられる。 

    ＜温室効果ガス排出量の削減＞ 

 

 

 

 

 

 

 

〔小型ガソリン車を１００とした時の１ｋｍ走行あたりのＣＯ２排出量比較〕 

（富士重工業調べ） 

    ・走行中はＣＯ２を一切排出しない。 

    ・電力を作る際に発生するＣＯ２排出量
※も、小型ガソリン車（レガシィ）に対して約７８％

低減している。 

    ・ガソリン車のＣＯ２排出量については、走行時に排出する量を含む。 

    ※：発電時のＣＯ２排出量は、２００７年度の電力会社各社の実績を元に算出。 

    ＜ランニングコストの大幅カット＞ 

 

 

                                  

 

 

 

 

〔ステラ（ガソリン車）を１００とした時の燃料代比較〕（富士重工業調べ） 

    ・高いエネルギー効率により、燃料代は軽ガソリン車の約５分の２となっている。 

    ・更に深夜電力を使用すると、５分の１程度に抑えられる。 
 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

レガシィ ステラ

(ガソリン車)

Plug-in

STELLA

７８％

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

ステラ

(ガソリン車)

Plug-in

STELLA

Plug-in

STELLA

（深夜）

・ガソリン燃料代を 110 円/㍑と

した場合。 

・電気代は 2009 年 3 月現在、東

京電力の公表値を元に算出 

・ステラ（ガソリン車）の 10･15

モード燃費：23km/㍑ 
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（単位：台）

　　　　年
ｶｰﾒｰｶｰ

２０１０ ２０１１ ２０１２
２０１３計画
（推定）

２０１５計画
（推定）

２０２０計画
（推定）

２０２５計画
（推定）

トヨタ ― ― 100 100 9,000 20,000 32,000

日産 1,000 21,000 23,000 23,000 52,000 120,000 170,000

ホンダ ― ― 100 100 4,000 16,000 24,000

三菱自動車 8,500 19,000 6,000 6,000 52,000 80,000 120,000

その他 100 ― 100 100 3,000 4,000 14,000

合計 9,600 40,000 29,300 29,300 120,000 240,000 360,000

４．カーメーカー各社の生産計画 

 

 

 

 

 

 

 ※上記の国内生産計画は、各カーメーカーの生産，販売計画，ＥＶ投入時期などの発表資料をベー

スに弊社推定。 

 トヨタ…………・トヨタでは、２０１２年１２月以降、日米でＥＶのｅＱを自治体などにリース販

売する。年間１００台程度を計画している。 

        ・米国トヨタ自動車販売では、テスラモーターズと共同開発したＲＡＶ４ＥＶを発

表している。２０１２年夏以降、米国のカリフォルニア州で発売する。 

        ・トヨタでは、現段階では、ＥＶは近距離移動やカーシェアリングなどの使用目的

で使う車と定義している。 

        ・また、トヨタでは、１日の走行距離が決まっている配送用のトラックなどでのＥ

Ｖ需要は一定数あるとしており、グループ会社の日野とともに開発を継続して

いく計画としている。 

        ・今後の方向性として、ＨＶの次はＰＨＶと位置付けているものの、現時点におい

ては、充電設備の不足感は否めず、次世代エコカーの本命は燃料電池車として

おり、ＥＶについては、今後も自治体などのリース販売にとどめていく方向と

推測される。 

 日産……………・日産では、電気自動車リーフの発売を２０１０年１２月から開始しており、２０

１２年末現在までの国内、海外を合わせた累計の販売台数は約５万台となってい

る。 

        ・リーフの２０１３年１～８月における国内販売台数は、前年同期比１０３.８％

の７,６５８台となっている。日産では、２０１６年度までの中期経営計画「パ

ワー８８」において、４車種のＥＶを発売し、ＥＶの品揃えを拡大していく方向

となっている。 

        ・充電拠点を増やすことがＥＶ，ＰＨＶの市場拡大の必須条件となっている。日産

及びトヨタ，ホンダ，三菱自動車の４社では、全国で約４,７００基の設置にと

どまっている充電器を、４社で協力して２０１４年秋までに１２,０００基に増

やす計画としている。 

        ・また、日産では、電気自動車事業の海外展開も強化していく方向となっている。 
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（単位：台，％）

　　　年

項目
２０１０ ２０１１ ２０１２

２０１３

（見込）

２０１５

（予測）

２０２０

（予測）

２０２５

（予測）

生産台数 2 ― 5 10 5,000 20,000 100,000

伸長率 100.0 ― 250.0 500.0 250,000.0 1,000,000.0 5,000,000.0

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３

（見込）
２０１５

（予測）
２０２０

（予測）
２０２５

（予測）

（万台）

（年）

 ３．市場規模推移（２０２５年予測） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・２０１２年現在、燃料電池車の市場は数台レベルとなっている。 

   ・各カーメーカーでは、２０１５年頃の市場投入に向けて研究開発を活発化させている。 

   ・トヨタでは、３ｋＷ／Ｌの出力密度を達成したＦＣスタックを開発。 

   ・このスタックを採用し、システムを１／２以下に小型，軽量化したセダンタイプのＦＣＶを

２０１５年頃に日米欧で水素ステーションが整備される見込みのある地域に投入予定とし

ている。その後、２０２０年代には数万台の規模で普及させる。 

   ・今後は燃料電池車の早期実用化とコストダウンを狙いに国内カーメーカーと海外カーメーカ

ーの提携が進んでいく方向である。 

   ・具体的にトヨタでは、ＢＭＷと燃料電池システムや軽量化技術など４つの分野で共同研究開

発を進めると発表している。 

   ・また日産では、ダイムラー，フォードとＦＣＶのシステムを共同開発すると発表している。 

   ・３社で２０１７年に量産型ＦＣＶの市販化を目指す。 

   ・３社共通のシステムを実用化することにより、コストダウンと開発期間の短縮を図る方向と

している。 
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  ５．カーメーカー各社における主要部品の調達状況 

   １）車種別 

カーメーカー 車種 部品名 調達先 

トヨタ プリウス モーター，エンジン，インバー
ター 

トヨタ内製 

ハイブリッド制御装置 デンソー 

ニッケル水素電池 プライムアースＥＶエナジー 

電動ウォーターポンプ アイシン精機 

ヘッドランプ 小糸製作所 

電動パワーステアリング ジェイテクト 

インストルメントパネル 豊田合成 

シート トヨタ紡織 

シートベルト 東海理化 

エアバッグ 豊田合成 

燃料タンク ＦＴＳ 

電子キー デンソー 

ドアミラー 村上開明堂 

ショックアブソーバー ＫＹＢ 

ディスクブレーキ アドヴィックス 

太陽電池モジュール 京セラ 

 プリウスα(５人乗り) ニッケル水素電池 プライムアースＥＶエナジー 

 プリウスα(７人乗り) リチウムイオン電池 パナソニック， 
プライムアースＥＶエナジー  

 プリウスＰＨＶ リチウムイオン電池 パナソニック 

 アクア ニッケル水素電池 プライムアースＥＶエナジー 

  駆動用モーター デンソー 

  電動ウォーターポンプ アイシン精機 

日産 フーガハイブリッド リチウムイオン電池 オートモーティブエナジーサプライ  

  モーター 日産内製 

  インバータ 日産内製 

ホンダ インサイト モーター ホンダ内製 

ニッケル水素電池 パナソニック 

インバーター 三菱電機 

ＤＣ－ＤＣコンバーター ＴＤＫ 

ＰＣＵ（パワーコントロールユ
ニット） 

ケーヒン 

コンプレッサ ケーヒン 

スロットルボディ ケーヒン 

 フィットハイブリッド リチウムイオン電池 ブルーエナジー 

 フィットシャトルハイ
ブリッド 

ニッケル水素電池 パナソニック 

 ＣＲ－Ｚ リチウムイオン電池 ブルーエナジー 

 アコードハイブリッド リチウムイオン電池 ブルーエナジー 

富士重工 SUBARU XV HYBRID ニッケル水素電池 パナソニック 

三菱自動車 ｱｳﾄﾗﾝﾀﾞｰ PHEV リチウムイオン電池 リチウムエナジージャパン 

モーター 明電舎 
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（単位：千セット，百万円，％）

２０１０ ２０１１ ２０１２
２０１３
（見込）

２０１５
（予測）

２０２０
（予測）

２０２５
（予測）

800 794 1,298 1,480 2,000 3,600 4,300

伸長率 100.0 99.3 162.3 185.0 250.0 450.0 537.5

22,400 19,900 29,900 32,600 40,000 64,800 68,800

伸長率 100.0 88.8 133.5 145.5 178.6 289.3 307.1

　　　　年
項目

数量

金額
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２０２０

（予測）

２０２５

（予測）

金額 数量

（年）

（億円）（万セット）

   ②市場規模推移 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    ・２０１２年におけるＨＥＶ用モーターの市場規模は数量が１２９万８,０００セット、金

額が２９９億円となっている。 

    ・２０２０年，２０２５年とハイブリッド車の市場拡大に伴い、ＨＥＶ用モーターの市場も

拡大傾向で推移していくものと予測される。 
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